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博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [公表。ただし、項目１３については非公表]

平成２３年度採択プログラム　事後評価調書

プログラム名称 情報生命博士教育院

人間情報学

（学長） 氏名・職名

１． 全体責任者

三島　良直　（東京工業大学長）

Education Academy of Computational Life Sciences

情報科学を使いこなせる生命健康イノベーションリーダーの養成

情報学フロンティア （③ ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

   　（ふりがな） みしま　よしなお

※共同実施のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、取りまとめを行っている大学（連合大学院によるも
のの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

機関名 東京工業大学 C03

８．

（③

１１．

７． 主要分科

（①

（① 生物科学 （②

※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

１０．共同教育課程を設置している場合の共同実施機関名

連合大学院として参画している場合の共同実施機関名

英語名称

副題

   　（ふりがな）

氏名・職名

１２．

主要細目

連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

氏名・職名

２． プログラム責任者    　（ふりがな）

９． 専攻等名 平成28年度より
生命理工学院：生命理工学系
情報理工学院：情報工学系、数理・計算科学系

平成27年度まで
大学院生命理工学研究科：生命情報専攻、分子生命科学専攻、生体システム専攻、
                                  生物プロセス専攻、生体分子機能工学専攻
大学院情報理工学研究科：計算工学専攻、数理・計算科学専攻、情報環境学専攻（H25.11.1）
大学院総合理工学研究科：知能システム科学専攻、物理情報システム専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

みはら　ひさかず

三原　久和　（東京工業大学 生命理工学院・学院長）

類型 C＜複合領域型（生命健康）＞

あきやま　ゆたか

コーディネーター

４．

３．

秋山　  泰　 （東京工業大学 情報理工学院　情報工学系・教授）

６．
授与する博士
学位分野・名称

博士（工学）、 博士（理学）、 博士（学術）・ 情報生命博士教育課程

（②

プログラム

５．

                                                                             （機関名：東京工業大学　類型：複合領域型（生命健康）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報生命博士教育院）
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プログラム担当者の構成

人

人

櫻井　実 ｻｸﾗｲ ﾐﾉﾙ
生命理工学院
生命理工学系・教授

計算化学
工学博士

国際コンテストWG委員

教員メンター

蒲池　利章 ｶﾏﾁ ﾄｼｱｷ
生命理工学院
生命理工学系・准教授

光タンパク工
学
博士（工学）

運営委員、メンター部会副部会長、グループ型
問題解決演習WG委員、奨励金審査WG委員長、教
育効果フォローアップWG委員

廣田　順二 ﾋﾛﾀ ｼﾞｭﾝｼﾞ
生命理工学院
生命理工学系・准教授

分子神経生物
学
博士（工学）

教員メンター

運営委員、グループ型問題解決演習WG委
員長

ヒトゲノム
博士（理学）

生命理工学院
生命理工学系・教授

そのうち、他大学等を経験したことのある者 そのうち、大学等以外に属する者 12

プログラム実施大学に属する者の割合 [ 72.9 %]

プログラム実施大学に属する者

ﾎﾝｺﾞｳ ﾕｳｲﾁ本郷　裕一

ﾀﾅｶ ﾐｷｺ田中　幹子
生命理工学院
生命理工学系・准教授

ｱｲｻﾞﾜ ﾔｽﾉﾘ相澤　康則

ﾊﾔｼ ﾉﾌﾞﾋﾛ林　宣宏 国際コンテストWG委員

蛋白質科学、
生物物理学、
分子生物学
理学博士

生命理工学院
生命理工学系・准教授

１５．

外国人の人数 %] 女性の人数

１４． 計 70 名

中村　聡

ﾔﾏﾀﾞ ﾀｸｼﾞ山田　拓司

極限環境微生
物
工学博士

微生物メタゲ
ノム、バイオ
インフォマ
ティクス
博士（理学）

生命理工学院
生命理工学系・准教授

生命理工学院
生命理工学系・教授

和地　正明 ﾜﾁ ﾏｻｱｷ
生命理工学院
生命理工学系・教授

有用微生物
農学博士

運営委員、メンター部会部会長、奨励金
審査WG委員

グループ型問題解決演習WG委員

ﾅｶﾑﾗ ｻﾄｼ

国際連携部会委員、夏の学校WG委員
分子生物学、
ゲノム科学
博士（薬学）

生命理工学院
生命理工学系・講師

ﾔﾏｸﾞﾁ ﾕｳｷ山口　雄輝

ｲﾄｳ ﾀｹﾋｺ伊藤　武彦

運営委員、異文化コミュニケーションWG
委員長、教育改革対応WG委員

転写制御
博士（工学）

生命理工学院
生命理工学系・教授

国際連携部会委員
環境ゲノム
博士（理学）

生命理工学院
生命理工学系・教授

ｾｲｵ ｺｳｼﾞ清尾　康志

教員メンター、奨励金審査WG委員
脊椎動物発生
進化
博士（理学）

運営委員、メンター部会委員、グループ
型問題解決演習WG委員、キャリアパス形
成・海外派遣部会委員

生物有機化学
博士（理学）

生命理工学院
生命理工学系・准教授

ｲﾁﾉｾ ﾋﾛｼ一瀬　宏

運営委員、キャリアパス形成・海外派遣部会部
会長、広報部会部会長、カリキュラム部会副部
会長、カリキュラム設計WG委員、教育改革対応
WG委員

抗真菌薬
理学博士

カリキュラム部会委員
脳神経医療
医学博士
理学博士

生命理工学院
生命理工学系・教授

生命理工学院
生命理工学系・教授

ｶｼﾞﾜﾗ ｽｽﾑ梶原　将

ｲﾜｻｷ ﾋﾛｼ岩﨑　博史

ﾔﾏﾑﾗ ﾏｻﾕｷ山村　雅幸

ﾄｸﾅｶﾞ ﾏｷｵ徳永　万喜洋

情報コーディネーター、カリキュラム部会部会
長、広報部会副部会長、カリキュラム設計WG委
員長、メンター部会委員、奨励金審査WG委員、
教育改革対応WG委員長、教育効果フォローアッ
プWG委員長

システム生物
学
工学博士

情報理工学院
情報工学系・教授

運営委員、国際連携部会部会長、グルー
プ型問題解決演習WG委員、夏の学校WG委
員長

DNA修復、
遺伝病
医学博士

生命理工学院
生命理工学系・教授

ｱｷﾔﾏ ﾕﾀｶ秋山　泰

生命コーディネーター、国際コンテストWG委員
長、評価資料作成WG委員、カリキュラム部会委
員、奨励金審査WG委員、教育改革対応WG委員

１分子生物
理学博士

学位プログラム全体の実務的統括、評価資料作
成WG委員、カリキュラム部会委員、カリキュラ
ム設計WG委員、奨励金審査WG委員、夏の学校WG
委員、教育改革対応WG委員、教育効果フォロー
アップWG委員、広報部会委員、インフラ部会部
会長

並列生物情報
処理
工学博士

情報理工学院
情報工学系・教授

生命理工学院
生命理工学系・教授

（プログラムコーディネーター）

学位プログラム全体の統括
ペプチド工学
理学博士

生命理工学院　学院長
生命理工学系・教授

ﾐﾊﾗ ﾋｻｶｽﾞ三原　久和

（プログラム責任者）

役割分担
(平成２９年度における役割)

現在の専門
学位所属(研究科・専攻等)・職名年齢フリガナ氏名

%]18.6

48 人

プログラム担当者

51

10.013 7人 人[ [

人 プログラム実施大学以外に属する者 19

                                                                             （機関名：東京工業大学　類型：複合領域型（生命健康）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報生命博士教育院）
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黒川　裕美子 ｸﾛｶﾜ ﾕﾐｺ 情報生命博士教育院・特任助教
DNA修復
博士（工学）

広報部会委員、グループ型問題解決演習
WG委員、夏の学校WG委員、評価資料作成
WG委員

Dragomirka Jović ﾄﾞﾗｺﾞﾐﾙｶ ﾖﾋﾞｯﾁ 情報生命博士教育院・特任助教
生命情報学
博士（工学）

広報部会委員、異文化コミュニケーショ
ンWG委員、グループ型問題解決演習WG委
員、夏の学校WG委員

情報理工学院
情報工学系・准教授

ユビキタスコ
ンピューティ
ング、統計的
データ解析
博士（情報理
工学）

インフラ部会委員

小西　史一 ｺﾆｼ ﾌﾐｶｽﾞ 情報生命博士教育院・特任准教授

バイオイン
フォマティク
ス、ハイパ
フォーマンス
コンピュー
ティング
博士（工学）

グループ型問題解決演習WG委員、夏の学
校WG委員、広報部会委員、インフラ部会
委員

ｳﾗﾍﾞ ﾋﾛｶｽﾞ
生命理工学院
生命理工学系・教授

創薬化学
理学博士

上野　隆史 ｳｴﾉ ﾀｶﾌﾐ

小長谷　明彦 ｺﾅｶﾞﾔ ｱｷﾋｺ
情報理工学院
情報工学系・教授

生命医学情報
学
博士（工学）

石田　貴士 ｲｼﾀﾞ ﾀｶｼ
情報理工学院
情報工学系・准教授

バイオイン
フォマティク
ス
博士（農学）

生命理工学院
生命理工学系・教授

カリキュラム設計WG委員、国際連携部会
委員占部　弘和

青西　亨 ｱｵﾆｼ ﾄｵﾙ
情報理工学院
情報工学系・准教授

理論神経科学
博士（工学）

カリキュラム設計WG委員

瀧ノ上　正浩 ﾀｷﾉｳｴ ﾏｻﾋﾛ
情報理工学院
情報工学系・准教授

生物物理学
博士（理学）

運営委員、教育改革対応WG委員、グルー
プ型問題解決演習WG委員、教育効果フォ
ローアップWG委員

下坂　正倫
(H28.4.1交替）

ｼﾓｻｶ ﾏｻﾐﾁ

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

小野　功 ｵﾉ ｲｻｵ
情報理工学院
情報工学系・准教授

進化計算
博士（工学）

グループ型問題解決演習WG委員、国際連
携部会委員

渡辺　治 ﾜﾀﾅﾍﾞ ｵｻﾑ
情報理工学院
数理・計算科学系・教授

計算論的学習
理論
工学博士

運営委員、国際連携部会委員、国際コン
テストWG委員

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

松岡　聡 ﾏﾂｵｶ ｻﾄｼ
情報理工学院
数理・計算科学系・教授

スーパーコン
ピューティン
グ
博士（理学）

国際連携部会委員

篠田　浩一 ｼﾉﾀﾞ ｺｳｲﾁ
情報理工学院
情報工学系・教授

音声・映像理
解
博士(工学)

運営委員、異文化コミュニケーションWG
委員

藤井　敦 ﾌｼﾞｲ ｱﾂｼ
情報理工学院
情報工学系・准教授

自然言語処理
博士(工学)

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

国際連携部会委員、夏の学校WG委員

田川　陽一
（H28.4.1交替）

ﾀｶﾞﾜ ﾖｳｲﾁ
生命理工学院
生命理工学系・准教授

組織培養工
学、合成生物
学
博士（理学）

メンター部会委員
カリキュラム設計WG委員

関嶋　政和 ｾｷｼﾞﾏ ﾏｻｶｽﾞ
情報理工学院
情報工学系・准教授

分子シミュ
レーション
博士（農学）

運営委員、メンター部会委員、キャリア
パス形成・海外派遣部会委員、広報部会
委員、インフラ部会委員

カリキュラム部会委員、グループ型問題
解決演習WG委員、奨励金審査WG委員

小寺　正明
（H28.4.1交替）

ｺﾃﾗ ﾏｻｱｷ
生命理工学院
生命理工学系・講師

バイオイン
フォマティク
ス、ケモイン
フォマティク
ス
博士（理学）

鈴木　崇之 ｽｽﾞｷ ﾀｶｼ
生命理工学院
生命理工学系・准教授

発生神経生物
学
博士（理学）

生物無機化
学、生体関連
化学
博士（理学）

国際連携部会委員

小林　雄一 ｺﾊﾞﾔｼ ﾕｳｲﾁ
生命理工学院
生命理工学系・教授

創薬合成
工学博士

メンター部会委員

田口　英樹 ﾀｸﾞﾁ ﾋﾃﾞｷ
生命理工学院
生命理工学系・教授

蛋白質科学
博士（理学）

カリキュラム部会委員、国際連携部会委
員

大隅　良典 ｵｵｽﾐ ﾖｼﾉﾘ
科学技術創成研究院
特任教授

オートファ
ジー
理学博士

教員メンター

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２９年度における役割)

                                                                             （機関名：東京工業大学　類型：複合領域型（生命健康）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報生命博士教育院）
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夏の学校WG委員、インフラ部会委員、評価資料
作成WG委員

カリキュラム設計WG委員、奨励金審査WG委員、
夏の学校WG委員、教育改革対応WG委員、教育効
果フォローアップWG委員、グループ型問題解決
演習WG委員、評価資料作成WG委員

伊藤　栄紘 ｲﾄｳ ﾋﾃﾞﾋﾛ 情報生命博士教育院・特任助教

１５．プログラム担当者一覧（続き）

内古閑　伸之
(H29.4.1追加）

ｳﾁｺｶﾞ ﾉﾌﾞﾕｷ 情報生命博士教育院・特任助教

千葉　峻太朗 ﾁﾊﾞ ｼｭﾝﾀﾛｳ 情報生命博士教育院・特任助教

生物物理、計
算化学
博士（工学）

Craig Takeuchi
（H29.4.1追加）

ｸﾚｲｸﾞ ﾀｹｳﾁ 情報生命博士教育院・特任助教

有機合成化
学、医薬品化
学、ビジネス
英語
PhD (Organic
Chemistry)

異文化コミュニケーション科目
（グローバルライティング）担当

吉野　龍ノ介
(H29.4.1追加）

ﾖｼﾉ ﾘｭｳﾉｽｹ 情報生命博士教育院・特任助教

計算化学、分
子シミュレー
ション・
博士（農学）

異文化コミュニケーションWG委員、夏の
学校WG委員、インフラ部会委員、評価資
料作成WG委員

Martin Meldrum
（H29.4.1追加）

ﾏｰﾁﾝ ﾒﾙﾄﾞﾗﾑ 情報生命博士教育院・特任准教授

科学技術英語
教育
経営学修士

異文化コミュニケーション科目
（グローバルプレゼンテーション）担当

Patrick Sung ﾊﾟﾄﾘｯｸ ｻﾝ
Yale University
Professor & Chairman （米国）

相同組換
Ph.D.

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

Benoit Arcangioli
ﾍﾞﾉｱ ｱﾙｶﾝｷﾞｵ
ﾘ

Pasteur Institute / University Paris
Head of Structure（フランス）

染色体分子生
物学　Ph.D.

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

Arnold J. Berk ｱｰﾉﾙﾄﾞ ﾊﾞｰｸ
UCLA Molecular Biology Institute
Distinguished Professor （米国）

細胞周期制御
Ph.D.

国際連携部会委員（夏の学校）

Pyong Woo Park ﾋﾟｮﾝ ｳｰ ﾊﾟｸ
Children's Hospital, Harvard Medical School
Associate Professor （米国）

小児呼吸疾患
Ph.D.

海外インターンシップへの助言

生物物理学、
情報生命科学
博士（学術）

教育改革対応WG委員、カリキュラム設計WG委
員、教育効果フォローアップWG委員、夏の学校
WG委員、広報部会委員、評価資料作成WG委員

矢野　貴久 ﾔﾉ ﾀｶﾋｻ 情報生命博士教育院・特任助教
生物有機化学
博士（理学）

教育効果フォローアップWG委員、グループ型問
題解決演習WG委員、夏の学校WG委員、教育改革
対応WG委員、カリキュラム設計WG委員

原田　隆 ﾊﾗﾀﾞ ﾀｶｼ 情報生命博士教育院・特任助教
技術経営
修士（商学）

メンター部会委員、国際コンテストWG委員、夏
の学校WG委員、キャリアパス形成・海外派遣部
会、広報部会委員、評価資料作成WG委員

松崎　由理 ﾏﾂｻﾞｷ ﾕﾘ

役割分担
(平成２９年度における役割)

情報生命博士教育院・特任講師

システム生物
学
博士(学術)

教育改革対応WG委員、グループ型問題解決演習
WG委員、夏の学校WG委員、インフラ部会委員、
カリキュラム設計WG委員、教育効果フォロー
アップWG委員、評価資料作成WG委員

氏名 フリガナ 年齢

生体機能関連
化学
博士（工学）

現在の専門
学位所属(研究科・専攻等)・職名

塚本　芳昭 ﾂｶﾓﾄ ﾖｼｱｷ
一般財団法人バイオインダストリー協会
業務執行理事 専務理事

バイオ系企業
マネジメント
工学修士

運営委員、メンター部会委員

南海　浩一 ﾅﾝｶｲ ﾋﾛｶｽﾞ
株式会社ジーンデザイン
プロセス開発部　部長

遺伝子創製
博士（工学）
博士（農学）

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

江部　康平 ｴﾍﾞ ｺｳﾍｲ
オリンパス株式会社
ソフトウェア・ICT開発本部 基盤ソフトウェア
開発部　部長

精密機器制
御、画像解析
学術修士

運営委員、国際コンテストWG委員

志賀　利一 ｼｶﾞ ﾄｼｶｽﾞ
オムロンヘルスケア株式会社 技術開発統轄部
統轄部長付 技術専門職

医用電子工学
博士（工学）

国内インターンシップへの助言

高橋　修一郎 ﾀｶﾊｼ ｼｭｳｲﾁﾛｳ 株式会社リバネス・代表取締役 COO

教育システム
開発
博士（生命科
学）

国際コンテストWG委員

末水　洋志 ｽｴﾐｽﾞ ﾋﾛｼ
公益財団法人実験動物中央研究所
研究部門・副部門長

バイオメディ
カル研究
博士（保健
学）

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

Richard Giegé ﾘﾁｬｰﾄﾞ ｼﾞｰｼﾞ
CNRS, IBMC （細胞分子生物学研究所）・
Director（フランス）

RNA分子生物
学　Ph.D.

国際連携部会委員（夏の学校）

高橋　祥子
（H28.4.1追加）

ﾀｶﾊｼ ｼｮｳｺ
株式会社ジーンクエスト
代表取締役

分子生物学、
統合オミクス
博士（農学）

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

Jan Ellenberg ﾔﾝ ｴｰﾚﾝﾍﾞﾙｹﾞ
EMBL（欧州分子生物学研究所）・Head of Unit
& Senior Scientist （ドイツ）

細胞生物学
Ph.D.

海外インターンシップへの助言

Hendrik W. van
Veen

ﾍﾝﾄﾞﾘｯｸ
ﾌｧﾝ ｳﾞｨｰﾝ

Department of Pharmacology, University of
Cambridge・Senior Lecturer （英国）

薬理学
Ph.D.

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

折田　正弥 ｵﾘﾀ ﾏｻﾔ
アステラス製薬株式会社
渉外部推進グループ グループリーダー

構造生物学、
計算化学、分
析化学
博士（農学）

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

山本　貴史
（H28.4.1追加）

ﾔﾏﾓﾄ ﾀｶﾌﾐ
株式会社東京大学TLO
代表取締役社長

技術移転
経済学士

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

                                                                             （機関名：東京工業大学　類型：複合領域型（生命健康）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報生命博士教育院）
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Susi Sturzenegger
Varvayanis
（H28.4.1追加）

ｽｰｼﾞｰ
ｽﾀﾙﾂﾈｶﾞｰ
ﾊﾞﾙﾊﾞﾔﾆｽ

Best Program, Cornell University
Senior Director（米国）

ベンチャーマ
ネージメント
Master of
Science
(Microbiology
& Immunology)

国際連携部会委員

異文化コミュニケーションWG委員

Patrick Sung ﾊﾟﾄﾘｯｸ ｻﾝ
Yale University
Professor & Chairman （米国）

相同組換
Ph.D.

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

Pyong Woo Park ﾋﾟｮﾝ ｳｰ ﾊﾟｸ
Children's Hospital, Harvard Medical School
Associate Professor （米国）

小児呼吸疾患
Ph.D.

海外インターンシップへの助言

※本学は平成28年度に全学改組を行ったことにより，「研究科」等の全教員の所属を「学院」等に変更した。

Linda Griffith ﾘﾝﾀﾞ ｸﾞﾘﾌｨｽ
MIT Center for Gynepathology Research
Director（米国）

細胞組織工学
Ph.D.

国際連携部会委員

Patrick T. Hughes ﾊﾟﾄﾘｯｸ ﾋｭｰｽﾞ Bioedit Ltd.・Owner（英国）
科学技術英語
Ph.D.

Benoit Arcangioli
ﾍﾞﾉｱ ｱﾙｶﾝｷﾞｵ
ﾘ

Pasteur Institute / University Paris
Head of Structure（フランス）

染色体分子生
物学　Ph.D.

キャリアパス形成・海外派遣部会委員

Arnold J. Berk ｱｰﾉﾙﾄﾞ ﾊﾞｰｸ
UCLA Molecular Biology Institute
Distinguished Professor （米国）

細胞周期制御
Ph.D.

国際連携部会委員（夏の学校）

Richard Giegé ﾘﾁｬｰﾄﾞ ｼﾞｰｼﾞ
CNRS, IBMC （細胞分子生物学研究所）・
Director（フランス）

RNA分子生物
学　Ph.D.

国際連携部会委員（夏の学校）

現在の専門
学位

役割分担
(平成２９年度における役割)

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 フリガナ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名

                                                                             （機関名：東京工業大学　類型：複合領域型（生命健康）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報生命博士教育院）



[公表（備考欄を除く）]

１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び履修生数

本プログラムの過去のリーディングプログラム応募学生数等について記入してください。

（各年度3月31日現在（ただし平成29年度は提出日現在））

うち留学生数

うち自大学出身者数 28 （2） 57 （8） 18 （-） 17 （1） 10 （1） 12 （-） 6 （-）

うち他大学出身者数 1 （-） 20 （12） 13 （8） 7 （5） 9 （4） 9 （3） 6 （1）

うち社会人学生数 - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

うち女性数 4 （-） 17 （7） 5 （2） 2 （1） 3 （1） 4 （1） 1 （-）

うち留学生数

うち自大学出身者数 19 （-） 20 （-） 17 （-） 16 （1） 10 （1） 10 （-） 6 （-）

うち他大学出身者数 1 （-） 6 （2） 13 （8） 7 （5） 7 （2） 8 （3） 6 （1）

うち社会人学生数 - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

うち女性数 2 （-） 2 （-） 5 （2） 2 （1） 2 （-） 4 （1） 1 （-）

うち留学生数

うち自大学出身者数 19 （-） 19 （-） 16 （-） 14 （1） 9 （1） 10 （-） 6 （-）

うち他大学出身者数 1 （-） 6 （2） 13 （8） 7 （5） 7 （2） 8 （3） 6 （1）

うち社会人学生数 - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

うち女性数 2 （-） 2 （-） 5 （2） 1 （1） 2 （-） 4 （1） 1 （-）

3

16

3

1.12倍

57%

1.45倍 2.96倍

67% 87%

2 20

20 26

- 2

平成２３年度 平成２４年度

30 30

29 77

平成２５年度 平成２６年度 平成２８年度

8

31

30 30

24

6

30

21

3

30

19

5

平成２７年度

12

   また、有の場合は、プログラム募集定員数（実数）欄には募集予定人数を含めず、下記備考欄へ募集時期とともに記入してください。

平成２９年度

*（今後の募集予定:
有・無)

プログラム募集定員数
（実数）

12

①
応募
学生
数

1

②
合格
者数

1

1230

8

23

6

18

3

③
②の
うち
履修
生数

1

1229

8

21

6

18

3

20 25

- 2

17

※平成29年度＊（今後の募集予定：有・無）については、平成29年度内に履修を開始する学生を募集予定の場合（秋入学等）は「有」に、募集予定がない場合は「無」に 印を付けてください。

※編入学生がいる場合は、年度ごとの内訳を備考欄に記入してください。

プログラム合格倍率
（応募学生数/合格者数）

（小数点第三位を四捨五入）
1.00倍

充足率
（合格者数／募集定員）

100%

※留学生については、「うち留学生数」にカウントするとともに、うち自大学出身者数、うち他大学出身者数、うち社会人学生数、うち女性数の（）に内数を記入してください。

1.03倍

100%

1.04倍

77%

1.17倍

60%
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[公表（備考欄を除く）]

M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計 M1 M2 D1 D2 D3 計
(D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5) (D1) (D2) (D3) (D4) (D5)

15 5 - - - 20 - 15 5 - - 20 - - 12 5 - 17 - - - 10 5 15 - - - - 11 11 - - - - 2 2 - - - - 1 1

うち留学生数 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

うち自大学出身者数 15 4 - - - 19 - 15 4 - - 19 - - 12 4 - 16 - - - 10 4 14 - - - - 11 11 - - - - 2 2 - - - - 1 1

うち他大学出身者数 - 1 - - - 1 - - 1 - - 1 - - - 1 - 1 - - - - 1 1 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

うち社会人学生数 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

うち女性数 2 - - - - 2 - 2 - - - 2 - - 2 - - 2 - - - 2 - 2 - - - - 2 2 - - - - - 0 - - - - 0

23 1 - 1 - 25 - 20 1 - 1 22 - 1 10 1 - 12 - - - 10 1 11 - - - - 11 11 - - - - 6 6

うち留学生数 2 - - - - 2 - 1 - - - 1 - - 1 - - 1 - - - 1 - 1 - - - - 1 1 - - - - 1 1

うち自大学出身者数 17 1 - 1 - 19 - 16 1 - 1 18 - 1 7 1 - 9 - - - 7 1 8 - - - - 8 8 - - - - 4 4

うち他大学出身者数 6 - - - - 6 - 4 - - - 4 - - 3 - - 3 - - - 3 - 3 - - - - 3 3 - - - - 2 2

うち社会人学生数 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

うち女性数 2 - - - - 2 - 2 - - - 2 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

28 1 - - - 29 - 26 - - - 26 - 1 17 - - 18 - - - 17 - 17 - - - 3 14 17

うち留学生数 7 1 - - - 8 - 6 - - - 6 - - 6 - - 6 - - - 6 - 6 - - - 3 3 6

うち自大学出身者数 16 - - - - 16 - 16 - - - 16 - 1 10 - - 11 - - - 10 - 10 - - - - 10 10

うち他大学出身者数 12 1 - - - 13 - 10 - - - 10 - - 7 - - 7 - - - 7 - 7 - - - 3 4 7

うち社会人学生数 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

うち女性数 4 1 - - - 5 - 4 - - - 4 - - 3 - - 3 - - - 3 - 3 - - - 1 2 3

20 1 - - - 21 - 19 2 - - 21 - 4 10 2 - 16 - 1 1 10 1 13

うち留学生数 6 - - - - 6 - 6 - - - 6 - 2 2 - - 4 - - 1 1 - 2

うち自大学出身者数 13 1 - - - 14 - 12 2 - - 14 - 3 6 2 - 11 - 1 - 7 1 9

うち他大学出身者数 7 - - - - 7 - 7 - - - 7 - 1 4 - - 5 - - 1 3 - 4

うち社会人学生数 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0 - - - - - 0

うち女性数 1 - - - - 1 - 1 - - - 1 - - - - - 0 - - - - - 0

16 - - - - 16 - 16 - - - 16 - 5 5 - - 10

うち留学生数 3 - - - - 3 - 3 - - - 3 - 2 1 - - 3

うち自大学出身者数 9 - - - - 9 - 9 - - - 9 - 3 4 - - 7

うち他大学出身者数 7 - - - - 7 - 7 - - - 7 - 2 1 - - 3

うち社会人学生数 - - - - - 0 - - - - 0 - - - - - 0

うち女性数 2 - - - - 2 - 2 - - - 2 - - - - - 0

13 4 1 - - 18 1 13 4 - - 18

うち留学生数 2 1 - - - 3 1 2 - - - 3

うち自大学出身者数 7 3 - - - 10 - 7 3 - - 10

うち他大学出身者数 6 1 1 - - 8 1 6 1 - - 8

うち社会人学生数 - - - - - 0 - - - - - 0

うち女性数 3 1 - - - 4 1 2 1 - - 4

12 - - - - 12

うち留学生数 1 - - - - 1

うち自大学出身者数 6 - - - - 6

うち他大学出身者数 6 - - - - 6

うち社会人学生数 - - - - - 0

うち女性数 1 - - - - 1

15 5 0 0 0 20 23 16 5 1 0 45 28 21 13 5 1 68 20 28 10 11 5 74 16 20 19 10 12 77 13 24 11 19 13 80 13 19 10 13 22 77

うち留学生数 16

うち自大学出身者数 47

うち他大学出身者数 30

うち社会人学生数 0

うち女性数 8
6

6

165

平成２９年度

26

66
プログラム履修生以外で、プログラ
ムのカリキュラムの一部を受講して
いる学生数

- 182 174 190 235

※「１６．プログラムの応募学生数、合格者数及び履修生数」と整合性を取ってください。
※「修了者数」の平成２９年度については、修了予定者数を記入してください。満期退学者は修了者には含まないでください。
※「就職者数」にはプログラムを修了後に就職した者（起業した者も含む）のみをカウントしてください。
※辞退者（Ｑ.Ｅ.によるものも含む）や満期退学者がいる場合は、年度毎の内訳およびその理由を備考欄に記入してください。

- - 3 6

就職者数 - - - 3 6

-

平成
２７
年度
選抜

計

修了者数

平成
２９
年度
選抜

平成
２８
年度
選抜

平成
２６
年度
選抜

平成２６年度 平成２７年度

平成
２３
年度
選抜

平成２８年度平成２５年度

平成
２４
年度
選抜

平成
２５
年度
選抜

１７．プログラムの履修生数・修了（予定）者数

①区分制及び一貫制博士課程

プログラムの履修生数等

平成２３年度 平成２４年度

   （機関名：東京工業大学　類型：複合領域型（生命健康）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報生命博士教育院）



（機関名：東京工業大学  類型：複合領域型（生命健康）  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：情報生命博士教育院）

 【公表】 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

本プログラム「情報生命博士教育院 ～ 情報科学を使いこなせる生命健康イノベーションリーダー

の養成」では、21 世紀の社会を支える生命健康科学を牽引するために、生命科学の一流の専門家であ

りながら最新の情報科学を道具として使える人材、または情報科学の一流の専門家でありながら生命

科学の方法論と思考を理解する人材を養成する。平成 23 年 12 月に学内組織として情報生命博士教育

院（ACLS）を新たに発足させて充実した教育体制を構築し、平成 24 年 4 月から修士課程と博士後期

課程の 5 ヶ年一貫型の教育を行う「情報生命博士教育課程」を新設した。 
選抜された生命系の学生に対して情報科学の基盤知識と実践の教育を、情報系の学生に対しては生

命科学の基盤知識と実践の教育をそれぞれ行うのみならず、これら背景の異なる学生がチームを組ん

で様々な問題解決に挑戦することにより、異分野の専門家が言葉を探り合いながら協調し、互いの強

みを理解し、成果に到達する体験を繰返し共有する。

現在、世界的な健康長寿社会の実現に向けて、人々の Quality of Life の向上を支えるために様々な

技術が結集しつつある。創薬、食品、化学、医療機器・診断等の分野は互いに連携しあい、そこに IT
化や精密計測技術が融合して新たな研究開発の潮流、新たな市場の可能性が高まっている。その変化

は単なる自動化・IT 化に留まらず、大量データからの推論や、生体や細胞をシステムとしてとらえた

演繹的シミュレーション等、生命科学の方法そのものに対する根本的な革新のうねりになりつつある。 
 しかし、我が国においては生命系と情報系の教育は学部教育時点から大きく分断されており、複合

領域で柔軟に活躍できる人材を組織的に養成することは行われてこなかった。小規模な学際分野での

人材養成プロジェクトは存在したが、社会がまさに要求する“生命健康イノベーション”を実現するに

はライフサイエンスの広い領域において、情報科学を使いこなせるリーダーを輩出する必要がある。

そこで、本プログラムでは東京工業大学の持つ総合力を活かし、生命と情報の複合領域を目指す博

士課程学生に、従来の大学院教育だけでは不足しがちであった以下 3 つの能力を涵養するための機会

と経験を効率的に与え、次世代の“生命健康イノベーション”を担うリーダー人材として輩出する。 
 １．生命科学と情報科学の両者を理解する力を持つこと 

→ 【Γ 型人材養成 基盤科目・先端科目による複合領域教育】 

“π型”を目指す前に、まず深い専門性を確保した“Γ（ガンマ）型人材”を養成する

 ２．自ら問題を発見し、大量の情報の中からその本質を見抜き、正しい決定をする力を持つこと 

→ 【異分野学生が組むグループ型問題解決演習】

【“国際夏の学校”を学生が海外と連携して自主企画】

【“ビジネスプラン国際コンテスト”の開催】

 ３．優れた異文化コミュニケーション能力を磨くこと 

→ 【プロフェッショナルな講師による異文化コミュニケーション科目】

【博士後期課程では海外協力機関へのインターンシップを全員に必修化】

【博士課程修了までに TOEIC750 点以上、など外部試験を活用した質の保証】

 さらに学生のキャリアパス形成を支援するため、【修士課程でのインターンシップの全員必修】や、 

【産業界若手メンター制度】により産業界の卓越した研究者を短期招聘した学生指導などを行う。 

本提案の優位性として、以下の諸点が挙げられる。 

・生命と情報の複合領域で活躍できるリーダー人材を養成するにあたり、安易に中間的な人材を養

成するのではなく、従来の深い専門性を確保した上で、さらに第二の能力を養成することを真剣に提

案している。この設計の議論を通じて、我々は“Γ 型”人材という考え方に到達した。東京工業大 

学の生命系、情報系の高度な専門教育の課程に、さらにプラスの訓練を加えることに徹している。 

・本提案は生命健康に関わる広いライフサイエンスを対象としており、東工大の生命理工学院の全

コースが参加している。小規模な特殊教育を行うのではなく、従来の教育の専門性を縦軸として、研

究科をまたいだ横軸の協力を導入することにより、大規模な複合領域教育を組織的に実現する。
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http://educ.titech.ac.jp/ila/education/core_liberal_arts_education.html




